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Abstract

ln this papet wc discuss optimization ofparameters for 81eneration ofsparse AutoEncoder based on the genetic

algorithm, and show an ef「Icient enscmble learning algorithm. From experlment result of somc daね sets, we

generated better sparse AutoEncodeち and get ensemble ettct iom the divcrsity of data in thc middle layer of

AutoEncode■
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遺伝的アルゴリズムを用いたスパース自己符号化器の生成

及びそのアンサンブル学習
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概 要

本稿では誤差逆伝播法を用いた自己符号化器に対し,遺伝的アルゴリズムを用いたパラメータの最

適化を検討し,作成したモデルによって得られるデータを用いてアンサンブル学習を行 う。その結果 ,

実験に用いたデータセットでは本手法によつて良い自己符号化器が得られるとともに, 自己符号化器の

中間層から得られたデータの多様性によつてアンサンブル効果が得られることが明らかになる。
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